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おもな内容: <>科学万博一つくば '85 にともなうネ ットワークイベントについて 電気通信科学館 く〉実験展示

の企画の進め方(1) 科学技術館 。全科協 北から南から く〉お知らせ

〔特別展〕

科学万博一つくば '85 にともなうネットワークイベントについて

昨年11月 28日当館 1 階にオ ープ Y した I NS プラずに

ついてはすでに Vol. 14, No. 6 号にくわしくど紹介し

たが， 今年 3 月 16日からつくば万博のNTTパピ リオジ

「でんでん INS館」とネッ トワークで結び， 当館はそ

のメイシサテライトとして各種イベン 卜 (江戸の伝統芸

術ーうちわ ， 扇子， 飴細工， 風鈴，江戸文字， 神輿等)

が催され，情報機器も追加して， さらに充実した華やか

な展示場となった。

つくばの「でんでん IN S 館」は全国16のすテライ ト

電気通信科学館

をオンラインで結び ， 万博会場を訪れる乙との出来ない

人々にも科学万憾の雰囲気lζ接して頂くため ， 全国各地

の NTT展示場および移動展示場(通信衛星を経由した

移動地球局 I NS つくば号) をすテライト会場として整

備し，展示 ・ 演出を行うものである。とのような大掛り

なネッ トワーク展示はつくば万博の各パビリオジの中で

は非常にユニークなものであり ， マスコミ等を含め観客

の好評を得ている。

「でんでん INS館」の会場内で全国ネットでイペン

表 1 各サテライト会場とイベント

でんでん I N S 館
地 区 サテラ イ 卜 会場

「 2〕|IN S ホテノレ INS ス ト 3 ー トテレコシト ローノレ

でんでん INS館サテライト TOKYO 。 (0) 。
電気通信科学館

東 京 TOKYO 逓信総合博物館 。 。

TOKYO NTT展不セ ンター 。
横 浜 YOKOHAMA 横浜高島屋 。 。
長 野 NAGANO 長野サービスステーショ Y 。

名古屋 NAGOYA 伏見サ ー ビスセ シター 。 。 。

金 沢 KANAZAWA 大和デパート 。

主日 都i KYOTO 京都サー ビスセ ンタ ー 。

大 阪 OSAKA 大阪南サービスセ シタ ー 。 。 。

神 戸 KOBE 神戸青少年科学館 。

広 島 HIROSHIMA 広島サービスセッタ ー | 。

松 山 MATSUYAMA 四国 I NS プラヂ 。
福 間 FUKUOKA 天神サー ビスステーショ ジ 。
貴島 本 KUMAMOTO 鶴屋百貨店 。

仙 4ZA I SENDAI 仙台サービスセンター 。

札 院 S AP PORO 本L申晃サービスセシタ ー 。

(注) 1. NTSCテレビと高品位テレビを双方向で使用し， 1 N S つくば号とも結んで伝統工芸，伝統芸能等
の実演を行い， これに参加できる。

2. テレビ会議システムを使用し， 実使用の体験ができる 。

3 全国各地の風景を要所に設置 したカメラを遠隔操作 して楽しめる 。
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トを組んでいる展示室は INS ホール. 1 NS ストリー

ト等があり ， 表 1 の各会場で次の示すような興味あるイ

ベントを 9 月 16 日の万博終了時まで実施しているので ，

全科協の皆様にも最寄りのサテライト会場へのど見学を

おすすめする次第である。

ストリ ー卜にある公民館と，テレビ会議 ・ 電子黒板

で会議や情報交換を体験する。

(4) 1 N S 館だより

つくばの話題や各地のサテライト会場から寄せられ

たニュースが， 情報紙としてファックスで送られる。

(1) 1 N S ホ ールとのイベン ト (5) 1 N S つくば号

高品位テレビ等を使ってインタラクティプ映像で，

当館から IN S ホ ーノレへ í21世紀につたえたい」のテ

ーマによる江戸の伝統芸術の実演による紹介を行う 。

通信衛星 ( C S -2) を介して，日本国中を移動する

ト レーラ形の地球局からおくられる各地の祭り ・ 芸能

・ 工芸 ・ 生活文化の映像を見る。表 21乙今後の移動予

定を示す。(2) テレコンカメラ

「でんでん I NS館」の屋上をはじめ，東京 ・ 横浜

・ 大阪 ・ 名古屋 ・ 神戸 ・ 鳴門などの風景をリモート ・

コン ト ローノレにより，色々な角度から見て自由に楽し

む。

(6) その他

三鷹のモデノレシステムの都内 ・ 都下の 8 展示場と通

信衛星 ( C S -2) を介し， テレビ会議装置や高速ファ

ックスを用いて随時過信を行う 。

(3) 1 N S ス ト 3 ート のイベント (事業部長米岡泰)

表 2 1 N S つくば号移動予定

月|日| 県 名 プ マ (所在地)

4 北海道 新しい衣 ・ 食 ・ 住を求めて(余市郡アリスプアーム)

7 1.〆 日本最北端の地にて(稚内市宗谷岬)

10 1/ 新しい北の暮らしを考える(旭川市)

七
13 1/ 

) 北のパイオニアたち21世紀同けて(帯広市山羊牧場〕
14 1/ 

18 前? 岡 (未定〉 (浜松市)

月
20 愛 知 ) 豊川夏祭り(豊川市進雄神社前〉
21 1/ 

24 群 馬 桐生織物と八木節(桐生市森秀織物参考館)
27 栃 木 山 あげ祭(那須郡八雲神社前)

28 1/ 益子焼(益子町)

3 青 森 ) 弘前文化とねぷた(弘前市弘前公園〕
4 1/ 

7 秋 田 フィジカノレトレーシング “竿灯.. (秋田市体育館隣〕

10 岩 手 } 芸能の宝庫一江刺(江刺市大通り公園〕
八 11 11 

14 福 島 } 民衆Uきづく踊り念仏山き市小玉小学校)
15 1/ 

17 秋 回 ) お盆特番西馬音内盆おどり(雄勝郡羽後町コ E ュニティセンター〕
月 18 1/ 

21 宮 城 伊達文化の源流を探る(仙台市)

24 山 形 } 新庄祭りと米文化(新圧市ふるさと歴史センタ ー〕
25 1.〆 . 
31 山 梨 日本人とハンコ〔印章づくり J (甲府市〕

1 山 梨 日本人とハンコ〔印章づくり J (甲府市)

4 埼 玉 武蔵野の伝統的住居と生活(秩父地方〕

j"L 7 東 尽 ) 江戸の伝統文化を訪ねて(都内下町)
8 1.〆

11 千 葉 銚子 ・ 九十九里のいわし料理(銚子市)
月 14 茨 域 } 石岡の祭り(石岡市街)
15 11 

16 11 クロ ージ シグセレモニー(つくば学園都市)
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〔展示研究〕

実験展示の企画の進め方 (1)

一一放電実験の技術的側面を一事例としてー一一

科学技術館

展示課主任 長谷川 幸

企画課 水嶋英

夫

ミ孟... 

'ロ

はじめに

昭和51年 4 月 iζ開設した当館 3 階C室<電力>展示室 からレポート したい。

(330rrD を ζ の 4 月 iζ全面展示更新した。最近， あち乙 『エネノレギ ー ロボッ ト の放電実験』 概要(写真 1 )

ちで企業の枠組を越えたエネルギ一関係の総合的科学館 スタ ート ボタンを押すとロボッ 卜 が来館者に語りか

(例えば，九州エネノレ ギー館や渋谷の電力館)などが新 け ， 放電実験を開始するとい う ものである。(演出上の

設され， それら館内には種々 な工夫を凝らした実験展示 乙とは ， 仕様と システム図を参照)

物が置かれ入館者の興味を引き付けているが， 当館とし 実験の 1 つは ， アーク ホー ンによる放電実験であり

てもオ 3 ジナノシな実験展示を設置したいとの構惣から(写真 2 ) ， もう 1 つは高周波イ ンパルスによる放電実験

乙の度メイン展示として ， 2 種類の「放電実験」装置と である 。 (注 2 )

「エネルギーマノレチシアタ ー」を製作 ・ 設置した。 企画の意図

しばしば当館における展示企画の実際およびその進め さて， 当館の展示に限らず一般的lζ言 って科学系の博

方について質問を受ける乙とがあるので， 上記展示物を 物館の展示物は，入館者を科学技術に関する情報の中 iζ

一事例として技術的問題を如何にクリヤーしていくかに 引き込み， その情報が一方向に流れるのを可能な限り避

ついて ， 乙の紙面をお借りして紹介方々お答えしたい。 け，人と展示物がーーとりわけ実験展示物とが一一相互

本稿では実験展示について(注 1 ) ， 企画から設置 ・ 導 IC対応する中で科学技術に対する興味をI喚起し， かつ理

入K至るまでの経過等その考え方をも含め ， 技術的側面 解を容易にする多面的な機能が要求されている。そのた

図 1 <電力> 展示室平面図

。
目
。
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エネルギーロボ ッ 卜の仕様とシステム

- 演出概要 : 天井に張りめぐらされた送電線の各所(碍

子部分)にストロボが点滅している。中央ステージlζ

エネノレギー ロボッ卜が位置している。スイ y チを押す

と，放電現象がみられる。

- 演出プロ グラム 1. メインスイ y チを押す。 2. ステー

ジがl倍くなり，放電がはじまる。 3. ロボッ卜の腕を動

かすスイッチ(上， 下，左，右〕を押すと，腕が動く 0

・ ハード・ ス ト ロポ ， ロボッ卜 ， マイク，アンプ， デッ

キ，スピーカ ， コントローラ ー， 操作卓。

. :J フ 卜. ロボット音声ナレー ション

. システム図 :

I J~"玉|
I:A -1 'Yヨー| コ γ 卜ローラート区豆互|

|占-1 p ;t: 'Y ~ 1 

写真 1 エネルギーロポッ ト とインパルス放電実験装置

1三三1--I :A \::' 三|
E土~ I

め当館も例にもれず， 展示構成の企画 ・ 立案に当 つては を発見してから今日に至るまで， 放電現象に興味を持ち

基本構想はもとより ， デザイン，レイアク卜 ， 導線計画， 続けた人のみならず今やアー ト に仕立てあけγこ芸術家が

配色， 使用機器， およびその制御システム等の仕様につ いる/一一電気現象の可視化がいかに人を魅了するか多

いて学術面をはじめ，訴求力， 心理効果等まであらゆる 少とも意識していたからである。前述のマーチェスキー

角度から検討を行っている。それらの検討に基づく機能 氏の言葉を借りれば， 1高電圧の電気現象の中に潜んで

を満たすため， その製作 ・ 設置に当つては言うまでもな いる美の世界をそのまま素直にとり出して人々に見せた

いがほとんど特注製作となり，よしんば既成市販品の使 かった」からとでも言うと乙ろか。(注 3)

用の場合でも ， 耐久性，システム設計上， 改造が不可欠 バン・ デ・グラフ起電機の問題点

となっている。 1福気を目で見る」といえばすぐ恩い浮ぷのが，パン

上記のような背景がある中で， 基本構想では放電現象 ・ デ ・ グラフであるが，実際に乙れを設置している 2 ，

を取りあげた。放電それ自体を見せ，新鮮な驚きと電気に 3 の科学館の技術担当者に問い合わせたと ζ ろ，次の間

対する興味を引き起乙す怠図の下に， 本展示室の導入部 題について指摘を受けた。

としてアイキ ッ チャーを兼ねたシンボノレ展示エネルギ- K館の場合は ， 展示製作業者の特注品であるが， 梅雨

ロボッ ト に ζの放電実験を行わせ， 電気エネルギーの可 時 1<::: ，① 1 日 2 ， 3 回発電しなくなる ②駆動モータが

視化を図る乙とに主眼を置いて検討を始めたのであ 3 。 過熱する ③制御回路がよく故障し，その他理由のはっ

どく最近の新設館には，アジ ド ロ ・ シーナ氏の作品で きりしない故障が発生する。

あるガラス球の中の放電実験 (1タッ チボーノレJ) や「光 S館の場合は， 大 ・ 小のパン ・ デ ・ グラフ起電機 (理

のハープJ， コーク ・ マーチェスキー氏の「クリアライ 科機器メーカー 2 社の製品)を使用しているが，①湿度

ト 」など一種の参加型展示物も設置 していると ころもあ に弱い (そのため装置を容器内に設置し， 除湿機をセッ

る。当館の場合は企画当初の段階から耐久性や保守の点 卜 しである)② 4， 5 ヶ月に 1 度， 起電機と設置室を完全

についても考慮しているため， 乙れらのテクノロジー ・ クリーニングしないと発電しない ③上記の定期清掃の

アー ト とは本質的に展示方法は異らざるを得ない。しか 他に ， ローラー処理としてコロジオ ンをローラーに塗布

し， それでも放電実験に固執したのは一一B . フランクリ する必要がある(実際にに ， ローラーをコロジオン液κ

ンがあの有名な凧上げの実験をして雷が電気である乙と 浸け 2 ， 3 日 乾燥させる)④メカニズムが摩耗する ，
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ホームサイエンスサロン第一期始まる

科学技術館で

生涯教育がさけばれる現在，一般家庭婦人層から，ま

ず足元の生活について学ぼう ， という気道が高まってい

るのはど承知のとおりです. 生活の合理化のみならず，

幅広い科学知識を得て豊かな生活の糧としたいと望まれ

る主l 会に対して企画されたのが乙のホームサイエンスサ

ロンです

おもな内容と運営要領は次のとおりです.

主催 科学技術館，朝日新聞社

後援 文部省，科学技術庁，東京都教育委員会

対象 婦人一般 定員 400名

会費 1 ， 000円 (6 ヶ月間第一期分〉

内容 定期集会(月 1 回講演会)

46年11月 19 日

家庭における性教育村松博雄(医学評論家)

宝石の科学一使い方，見分け方一

今井多一郎(日本宝石学協会理事長)

46年12月 14 日

加工食品 QandA 藤巻正生(東大教授)

科学あそび 一手品のしくみー

高木重朗(日本奇術連盟副会長)

'17年 1 月 11 日 親と子と孫の間一生命のひみつー

篠崎信男(厚生省人口問題研究所)

頭をよくする料理

松本文子(お茶の水女子大学教授)

47年 2 月 8 日

あなたも家庭医 ーガン発見のきめ手

増淵一正(ガン研婦人部長)

若さを保つ健康体操 湯沢きよみ(美容体操家〕

47年 3 月 14 日 機械に教わる子供たち

ーティーチングマ ν ンのすべて一

大野連太郎(国立教育研究所)

人間の心一夢と迷信と科学ー

宮城音弥(心理学者)

47年 4 月 11 日

科学随想岡問要(元国立科学博物館々長)

住いの科学一台所用品を考えるー

松田智恵子(生活評論家)

このほか特別集会として， 映画試写会，音楽会な

どを企画しています.

募集は 11月 3 日から行ないましたが，募集開始後 4 日

目で定員をオーパーするという盛況でした.応募層は35

~45才の家庭の主婦が圧倒的で，学歴もかなり高い層が

多く ， 第 1 回の定期集会は満員のうちに終りました.

5 

こんと毎年続けていく予定ですが， 皆綴の ζ 指導， 乙

助言を賜わり充実を計るつもりですのでよろしくお願 J 、

いたします.

労働災害をどのようにして起こさなくするか

「安全技術と最近の機器展J について

私どもの産業安全技術館では，去る 10月 5 日新装公開

を機会 IC，第 1 回の特別展として「安全技j;!<íと緑近の機

器展J を開きました.

爆発，倒壊など建物や設備 ・ 施設が損域する事故か

ら ， 滑った，転んだ ， 落ちた， 挟まれた等， 諸々の災害

事故といわれると乙ろには， 物の損害は勿論， 人聞が傷

ついたり ， 命を失ったりする乙とが通例です. そ乙で乙

うした現実を労働災害といっています.との労働災害を

どうしたら起さず済ませるだろうか ? という乙とに取

組んでいる所が，わが労働省産業安全研究所で，そと に

展示施設としての産業安全技術館があります. さて労災

防止の手段は ? となると，機械や設備など物の方の安

全化 と，職場で働 く人間の方の動きを正しくするととの

2 方面に大きくわけられそうです. しかし災害の起り方

をたどっていくと ， なかなか復維な構成です. 今回の展

示は私どものところで編み出した災防手段一安全技術を

体系的に解説したものです.

乙の安全技術の体系は写真iζ見られるような七つの対

策があります. その一つ一つを更に中 l床に立入って納か

く方法論を，パヰ、ノレで説明しました.全て文字のみの解

説です.乙れだけでは物にならない.そ 乙でそれぞれの

技術に対応する関連機器(非1政機検査機採のようなもの

から安全装置， 保設具にいたるもの)が並べられまし

た . 本であれば，序説， 各論が，一様に圧縮され， 一つ

飛びに各々の実際技術に使う段器使用法が記述されてい

るという体裁に相成ったのです，見る者にとって， 安全

技術の体系か， 物が主体か，どうも物足り無さを感じる

のではないかと思います. 基本フ・ラン自体の採り上げ

る ， その範囲の問題， 準備作業スター卜，の遅れなど，

今， 反省をしています. 私個人の見解ですが，災害現象

という ， いろいろの原因があって事故になる ， 1時間の経

@ 
e @ 

安全技術の 体 系
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る。見通し内における電界強度は次式によって求められ

図 2 企画案から展示製作までの流れ

仇ーの闘をしーの調一]

企画案が具現化可能かを検討する

I :FJll~è'~IfJli1析I 1 :zf対裂をす2組み
l l 
新しい展示を製作する

の対策 (3)排気口での対策があげられる。以下， 個々の

場合について述べる。

理論的解析

(1)表皮効果を利用する方法

表皮効果とは ， 高周波電流が導体の表面層だけに流

れ，内部に入らない現象をいう。導体の面が平面で，電

場や電流が表面の場所Kよらず一様なI時は電場;ま深さと

ともは急激に減ずる。

す
と

一17
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ただし， μ ，導体の磁気誘導容量

σ ， 電気伝導率である。

鉄の場合(鋼)， μ= 300 ， σ =1. 0 X 107 であるので，

周波数 50 Hz の時

ω = 2πjT= 2 π / :À = 100 π 
- / 50 

5 =J 2ヮ X~= 1. 03 X 10-6 (m)
V 1. 0 X 107 X 300 . 314 

= 0.00103協

従って ， 0.00103'%，以上の鉄板が必要であり，同様に

局波数 200 kHz の時は ， 計算より ， O. 000016 ~級以上の

鉄板が必要である乙とがわかる。鉛， 銅についてはデー

タ不足のため計算できなかった。(注 5 )

ω空気中での自然減衰を利用する方法

一般的に空気中を伝わる電波は距離に比例し減衰す

る。

_ 88hl h 2 '; 口
E 一一ょす~ (Vjm) 

ハ u

ただし， h1 , h 2 ; アンテナの高さ (m)

P; 実効放射電力 (W)

( 3 X ] ハ~ ¥ 
À; 波長 l寸E二一) (m) 

d; 距離 と ζでは放電実験ゴーナーとシアター制

御室までの距離が14mである 。

50 Hz の場合

88x1X1X"20 E = vV~'，'.~， '，，'~ W ~V = 0.334 X 10-6 (V 1m) 
6 X 10� X 14" 

200 kHz の場合

E=0.134X10-2 (V/m) 

ただし ， P=20 W , h 1 , h 2 は無視， アシテナは非マ

ッチシグ

図 2 のように ， 企画案から展示製作までの流れをまと

めてみた。理論的解析にあわせて，電磁波遮断のための

具体的対策を考えてみる乙 とにする 。

(次号 Iζ続く)

(注 1 )その他lζ 日本博物館協会昭和56年度博物館指導

者研究協議会報告書 P63 I理工系博物館における実験展

示」青木国夫氏諮演内容参照、の乙と 。

(注 2 ) 乙こで言うアークホーン放電とは，気中放電の

一種で，外見上， 両極間』ζ弧状の火炎を連続的KJ並ずる

ものをいう 。 アーク長は約 1mであり，実験機器は無負

荷交流出力電圧 70KV，交流出力電流(アーク電流) 0.8 

Aである。

インパルス放電実験は， 碍子試験用高周波減衰振動イ

シパルス電圧約 150KV を発生させて行うものである。

(注 3) 朝日新聞社編「光とイリュージョ ンの世界展」

カタログ (1982) ( P 15) 

(注 4) 沿面放電での実験室は簡易プ Y キ板張り，ブレ

キ構造で， 電圧 65KV， 0.4A であっ た O '

ノイズレベノレを測定した結果は次の通りであった。

放電室からの| 約 1 m 約 9m 約17 m距離

ノイズ…ト2-18V �-p  I 5川 p I 2川 P

周 波 数|日Hz+吋50日制15叫高調波

(注 5 )実際には ， 実験室の壁面全体に銅を使用。

6 ー



全科協ユユ ー ス Vol. 15. No. 4 

全科協の理事会・総会終わる

6 月 25 日 (火〉昭和60年度全国科学博物館協議会の理

事会及び総会が， 国立科学博物館大会議室で開催された 。

40館園の出席と， 委任状提出館園が55館園であった。

開会に先だって，国立科学博物館1C 5 月 1 日から新し

くオ ープン した小学生向けの展示室「見つけよう ・ 考え

よう ・ ためしてみよう たんけん館」を ， 出席者全員で

約 1 時間見学をした。

会議は，は じめに諸漂正道理事長から挨拶があり，続

いて，理事会と総会を同時に開催する乙とが了承された。

次 IC，昭和60年 3 月 1 日現在の会員館園の加入状況等に

ついての説明があった後， 議事lζ入 った。

まず， 昭和59年度事業報告として，研究会 ・ 講習会の

実施及び協力，機関紙の発行，北米科学系博物館視察研

修旅行の実施準備， 会員館国相互の協力事業， 科学系博

物館に関する普及広報についてと， 続いて昭和59年度の

収支決算報告として，それぞれ事務局から説明があり ，

乙れについての監査報告の後，一括承認された。

収支決算の概略は， 次のとおりである 。

収入の部 支 出 の部

繰越金 20 ， 217円 事業費 1 ， 067 ， 000円

会員会費 968 , 200 事務費 504, 080 

雑収入 511 , 660 予備費 O 

寄 付金 100, 000 繰越金 28, 997 

計 1 ， 600 ， 077 計 1 ， 600 ， 077

昭和60年度の事業計画については，次のような計画が

説明され， 収支予算案とともK承認された。

〔事業計画〕

1. 研究会，講習会の実施協力

(1) 第15回全科協事業研究会を「展示の基礎ー展示

一一全科協 北から南から一一

〔出版物〕

特別展カタログ・展示解説

o r倉敷市立自然史博物館展示解説 1 J 1985.3 

同館の常設展示を見学する人の手引きとなるように ，

解説パネルをもとにして説明文を補充した内容である。

引き続き，昆虫， 植物など各部門別に詳しい専門的な解

説などをめざして号を重ねていく 予定である。

B5 判 61P. 1 部 300円

間合わせ先: 干710 倉敷市中央 2 - 6 - 1

倉敷市立自然史博物館電話 (0864) 25-6037 

o r岩手県立博物館分類展示資料目録J 1985.3 

岩手県立博物館は，通史的な展示を主眼とする総合展

- 7 

とカリキュラムー」に関する研究テーマで，年度末

に実施する。

(2) 昭和60年度博物館職員講習(国立社会教育研修所

主催) に対して協力する 。

2 機関紙の発行

「全科協ニュース」を，年 6 回，印刷 ・ 発行する。

3. 会員館園相互の協力事業の実施

(1) 国立科学博物館の特別展示の資料を会員館園 IC貸

出し，移動展等を実施する 。

(2) 会員館園が実施する移動展， 標本資料の貸借等Iζ

関して相互に協力し，実施する。

4. 北米科学系博物館視察研修旅行の実施

アメリカ合衆国， カナダの科学系博物館を見学し，

その展示技術， 教育活動等を視察するため， 視察研修

旅行を実施する。

期間 昭和60年10月 15 日 ~10月 28 日 14 日間

5 科学系博物館lζ関する普及広報

全国科学博物館協議会に未加入の科学系博物館に対

して入会の勧誘を行う。

〔収支予算〕

収入の部

繰越 金 28， 997円

会員会費 1 ， 298 ， 000

雑収入 531 , 000 

寄 付 金 100, 000 

支 出 の部

事業費 1 ， 085， 000円

事務質 514, 700 

予 備費 358, 297 

計 1 ， 957 ， 997 計 1 ， 957 ， 997

なお ， 議事終了後，理科系の学芸員の採用について，

会員から要望があっ た。また ， たんけん館の展示主旨等

について質問があり，諸津館長か ら説明が行われた。

示と，専門的で詳細な資料 ・ 記録を要望する方々に応え

るための分類展示から構成されている。今回は ， 考古，

歴史， 民俗， 地質，生物の各分野毎の展示資料の写真と

その概要をまとめた解説蓄が刊行された。 B 5 判222P.

o r鐸に見る日本の意匠J 1985.6 

岩手県立博物館では，昭和60年度第 1 因企画展「鐸lζ

見る日本の意匠J (昭和60年 6 月 15 日 ~8 月 4 日)を開

催，同展の図録を発刊した。 B 5 判 152P. 

間合わせ先 :〒020 盛岡市上国松屋敷34

岩手県立博物館 電話 (0196) 61ー2831

o rたんけん館たんけんノート J 1985.5 

国立科学博物館では， 5 月 1 日 fC オ ープンした小学生

向けの新展示室“見つけよう ・ 考えよう ・ ためしてみよ

う たんけん館" を ， 効果的に見学してもらえるように
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1 t;こんけんノー ト 」を作成した。展示物の解説だけでな

く ， 子どもたちが自分で考えたり ， 発見したことを記入

しながら ， 知識を広げていくことができるようにと考え

てつくられたものである。 B5 判 32 P. 150円

間合わせ先- 干110 台東区上野公園 7 -20

国立科学博物館教育普及課電話 (03) 822-0111 

0 1山口県の古生物 一古生代一」

山口県立山口開物館では，特別展「サンゴ礁J (昭和

60年 7 月 10 日 -8 月 18 日)を記念して， 山口県内に産出

する古生代化石iζ関する現在までの研究成果をまとめた

図書を限定出版した。各化石の解説，山口県との関わり

など豊富な図版によって紹介している。

B5 判 250P. 上製本 2000円

他IC ， 乙の特別展「サシゴ礁」の図録が発行される。

また ， 同館では，次のカタログlζ残部がありますので，

お間合わせください。

「山口県のコクとシダJ 1982 A 5 251 P . 1500円

「鉄道いまむかし 一山口県を中心として一J 1982 

B 5 111 P. 800円

「鉄砲ーその美と技巧 J 1985 B 5 46 P. 500円

間合わせ先・ 干753 山口市春日町 8 -2

山口県立山口博物館電話 (0839) 22-0294 

0 1北海道博物館ガイド」 北海道博物館協会編

北海道内の博物館 ・ 科学館など約 270 館の施設や ， 収

蔵品を紹介している。

B6 判 1000円 北海道新聞社発行

一一事務局から一一

<>全科協ニュースでは，加盟館園で発行した特別展の図

録やガイドブック ，研究報告， ポスター等の出版物を紹

介しています。事務局宛てに ， ど連絡ください。 順次掲

載します。販売品の場合は，申込み先，代金や送料など

必要事項も合わせてお知らせください。

<>全科協ニュース編集委員会では，加盟館園の発行して

いるニュース ， 館報などの定期刊行物をもとに ， 編集会議

で特集記事や原稿の依頼等を検討する ζ とがあります。

お手数ですが， 各館園の定期刊行物を 1 部全科協事務局

宛てに，お送りくださる よう，お願いします。

干110 台東区上野公園 7 -20

国立科学博物館内 全科協事務局

全科協 北米科学系博物館視察研修旅行

全科協の昭和60年度総会において，アメリカ合衆国

l とカナダの科学系博物館視察研修旅行を実施する ζ と

i が決定され， その参加者を募集しています。

博物館の職員として， 一度は見学しておきたい代表

的な博物館を見学します。 ζ の機会lζ ， 全科協加盟館

園からできるだけ多くの方々が参加され， 北米の博物

館の展示や教育普及活動の現状を見学して，各館園の

今後の発展lζ役立たせていただけるものと考えます。

期 間 昭和60年10月 15 日 -10月 28 日 14 日間

日程の概要

10.15 (火〉 成田空港集会， 18時出発

10.16 (水) 科学産業博物館視察研修(シカゴ泊)

10.17 (木〉 空路， トロン卜へ。着後自由研修。

(トロン卜泊)

10.18 (金) オンタリオ科学セ ンタ ー，王立オンタ

D 才博物館視察研修。(トロント泊)

10.19 (土) 空路， ナドベ D ーへ。サ イエシスノー

ス視察研修。(サドペリー泊〕

10.20 (日) 空路， ト ロントへ。 (トロシ 卜 j自 〕

10.21 (月) 空路，ニューヨークへ。着後自由研修。

(ニューヨーク泊〉

10.22 (火〕 アメリカ自然史博物館他視察研修。

(ニュ ー ヨーク泊)

10.23 (水) 鉄道で，ワシジトンへ。着後自由研修。

(ワシシトン泊)

10.24 (木〉 国立自然史博物館， 航空宇宙博物館等

視察研修。(ワシY ト γ 泊)

10.25 (金) 空路， ナジブラ γ シスコへ。着後自由

研修。(サンフランシスコ泊)

10.26 (土〉 エクスプロラトリクム他視察研修。

(サ ンフランシスコ泊〕

10.27 (日〕 空路， 帰国の途へ。(機中泊〕

10.28 (月) 成田空港15時 10分着。解散。

参加賀 497 ， 500円 (15名以上〉

申込み 締切り昭和60年 8 月 30 日〔金)

申込金 50 ， 000円(残額は 9 月 20 日 までに)

方法所定の申し込み用紙による

申込先 日本通運制渋谷旅行支店

間合わせ全科協事務局

電話 (03) 822-0111 内線 251

担当大堀， 若宮

日本通運電話 (03) 464-6981 

担当大江， 目代， 原田

詳細については，会員館園lζ配布の募集要領(申込

書付き)をど覧ください。募集要領の必要な場合ば ，

事務局にお知らせください。お送りします。
1一一… _ . . .. _ ... . _ . . . . ・ H ・ -一…ー I ーい υ ・…_"" ・ H ・ . _ .... ・ H ・._ .... ・ H ・ 4 ー ・'" ・
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